
 

令和７年３月 「はこでみ親の会」 

第 31回はこでみ親の会を開催しました。 

 

今回の親の会でテーマに上がったのは、「高校について」です。 

はこでみ親の会には、未就学や小学生の子どもを持つ保護者だけでなく、高

校を目指す受験生やすでに高校に通っている子どもを持つ保護者もいらっしゃ

います。そこで話の中心になる事が多いテーマは、「高校選び」についてです。 

 

ほとんどの子どもが、小中の９年間の義務教育期間を経て、いよいよ自分自

身で自らの進路先を決め、人生初めてのターニングポイントとなる時期。それが

高校進学です。子どもにとって大きなターニングポイントとなる高校選びは、その

まま保護者にとっても大きなターニングポイントとなります。 

 

そのため、我が子が進学する高校選びは、保護者として非常に大切な関心事

として位置づけられます。我が子に合った「高校選び」に必要な事は、受験で合

格する見通しや発達特性への理解や配慮、対応環境はもちろんの事ですが、 

 

それ以外に実は保護者が不安を感じているポイントは、 

■継続して通えるか？ 

■朝の通学方法(公共交通乗り換え) 

■遅刻せずに通えるか? 

■通学頻度(週 1〜5) 

■１日の授業のコマ数 

■対人関係(担任やクラスメイト) 

■折れやすいメンタル 

など、より日常に沿った事柄です。 

 

そんな日常的に発生する問題について、「はこでみ親の会」では、保護者同士で

たっぷりと話し合い、情報共有を行ったり経験談からのアドバイスをし合ったりして

います。 

 

しかし、最終的な結論としては、「高校選び」に１番大切な事は、子ども本人が

行きたいかどうかだという事に行き着きます。 

 

大人側の焦りから、子ども本人の気持ちや希望をないがしろにしない様に、「は

こでみ親の会」を使って、学校選びに必要な準備を行うと同時に我が子に寄り添っ

た対応を忘れることなく出来るように親の会の仲間同士で協力して進めています 

 

 


